
｢バ イ オ マ ス･ニ ッポ ン｣

2002年!`L月27日､わ が

国｢ニ ッポ ン｣の 将来 にお け

る｢バ イオマス｣の 利活用に関

する総合的施策 として､｢バ イ

オマス･ニ ッポ ン総合 戦略｣

が 閣議決 定 され た｡こ の｢バ

イオマス･ニ ッポ ン｣は､内 閣

府､農 林水産省､文 部科学省､経 済産業 省､国 土交通省､

環境省 の一府五省が 同 じテーブルについて､策 定ア ド

バイザ リー グルー プ と共 に協議 した もので､こ のよ う

な府省横断的な取組み は､わ が 国にお いては画期 的な

ことと言え よう｡筆 者 はそ の策定 ア ドバイザ リー グル

ー プの メンバー に加わ る機会 を頂戴 し､今 年度 はその

推進 ア ドバイザ リー グル ー プのメ ンバー として微 力

なが ら智 恵 を出 し合 う ことのお 手伝 いを させて頂 い

て いる｡

｢バイオマ ス･ニ ッポ ン｣で は､多 種多 様のバイ オマ

ス をそ の発 生起 源 によ って､｢廃 棄 物 系バ イオ マス｣

(=い わ ゆ る有機性 廃棄物)､｢未 利用 バイ オマス｣(農

作物 の非食用部や 間伐材な ど)､｢資 源作物｣(;物 質･

エネル ギー資源 を得 る ことのみ を 目的 と して栽培 さ

れる作物)､｢新 作物｣(=遺 伝子組換 えな どによって生

産性な どを人為的 に改善 した資源 作物)の4つ の グル

ープ に大別 して いる ｡そ して､｢廃 棄 物系バ イオマス｣

の利用 が実用化段 階 に達 す るのが フェーズ1で2005

年頃､｢未 利用バ イオマ ス｣は フェーズ2で2010年 頃､

｢資源 作物｣は フェーズ3で2020年 頃､｢新 作物｣は 実際

に開発･導 入 され ると して もフェーズ4で2050年 頃 と

想定 している｡

そ して､こ の よ うにバイオ マスの利活用 を推進 して

ゆ くための要 となる仕 組み として､筆 者 らは｢バ イオ

マス リファイ ナ リー｣を 提 唱 している｡石 油 を うま く

工夫 して､燃 料 と物質 源 に分配 して 余す ところな く

使 う巧 みな仕組 みが｢オ イル リフ ァイナ リー｣で ある｡

そ こで､バ イオ マス をす べて余す ところな く､う ま く

物質 とエ ネル ギー と して使 う仕組 み を､こ の言 い方

を真似 て｢バ イ オマス リファイ ナ リー｣と 筆 者 らは言

って いる｡す な わちバイ オマス リファイ ナ リーは､再

生可 能資源 で あ るバ イ オマ ス をカス ケー ド･繰 返 し

利用 を も行 って余 す と ころな く物 質 とエ ネルギー と

して利用 す る工業 生産 システムで ある｡さ らに､バ イ

オマス リファイ ナ リー は｢地 域｣単 位 で小規模分 散型

で実施 され る ことにな る｡こ の｢地 域｣の ことを筆者

らは｢バ イオマス タウン｣と 言 って いる｡

化石 資源 の石 油を基盤 と して いる今 日の生産 シス

テムは持続 可能で ない｡す なわ ち､バ イオマ スの利活

用 は21世 紀 の持続 生産 の具現化 に向 けた第1歩 で あ

ろ う｡｢バ イ オマス リフ ァイ ナ リー｣に お ける分離 操

作 の役割 は大 きい.液 体清澄化 技術 も､発 酵産業 は も

とよ り新 エネル ギー､新 材料 といっ た分野 で も新 展

開が期待 されよ う｡


